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市
で
は
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
「
下
呂
市
公
共
交
通
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
市
内
の
交
通
体
系
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
が
少
な
く
、
運
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
協
議
し
、
需
要
量
に
応
じ
た
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
下
呂
（
中
原
、
上
原
の
み
）・
金
山
地
域
で
運
行
し
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
、
地
域
の
公
共
交
通
を
考
え
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
考
え
る

金山病院前に到着したデマンドバス

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

◉
デ
マ
ン
ド
バ
ス
っ
て
何
？

　

平
成
20
年
度
か
ら
運
行
し
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
交
通
空
白

地
帯
の
解
消
を
目
的
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
と
は
通
常

の
路
線
バ
ス
と
は
異
な
り
、
予
約

が
あ
っ
た
時
の
み
運
行
す
る
方
式

の
バ
ス
で
、
市
内
で
は
下
呂
地
域

（
中
原
と
上
原
の
み
）
と
金
山
地

域
に
お
い
て
、運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
下
呂
地
域
の
デ
マ

ン
ド
に
つ
い
て
は
「
久
野
川
ま
わ

り
（
久
野
川
～
中
原
診
療
所
～
下

呂
駅
前
）」と「
蛇
之
尾
ま
わ
り（
門

和
佐
大
野
・
東
部
～
蛇
之
尾
・
大

鹿
野
～
下
呂
駅
前
）」
の
２
つ
の

ル
ー
ト
で
し
た
が
、
今
年
４
月
か

ら「
中
原
～
金
山
ま
わ
り
」と「
上

原
～
金
山
ま
わ
り
（
中
原
経
由
）」

の
２
つ
の
ル
ー
ト
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。
運
行
ル
ー
ト
は
、
曜

日
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
濃
飛
バ
ス
下
呂
営
業
所
か

市
役
所
の
経
営
管
理
部
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。◉

予
約
方
法
は
？

　

利
用
日
前
日
の
午
後
４
時
ま
で

に
、
濃
飛
バ
ス
下
呂
営
業
所
（
☎

25
‐
２
１
２
６
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
車
両
は
10
人
乗
り

ワ
ゴ
ン
で
す
）　

　

利
用
料
金
は
、
片
道
大
人

５
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円
で
、

年
間
利
用
券
が
６
千
円
（
購
入
日

か
ら
１
年
間
有
効
）
で
購
入
で
き

ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
予
約
す
れ
ば

だ
れ
も
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
年

間
利
用
券
を
購
入
で
き
る
方
は
、

65
歳
以
上
の
方
や
福
祉
関
係
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
、
自
動
車
な
ど

の
運
転
が
困
難
で
移
動
手
段
の
な

い
方
に
限
り
ま
す
。

公
共
交
通
の
維
持
の
た
め
に

　
〝
公
共
交
通
機
関
”
と
い
っ
て

も
、
市
が
運
行
す
る
事
業
と
し
て

は
、
採
算
が
取
れ
な
い
と
事
業
継

続
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

交
通
手
段
が
な
い
方
へ
の
〝
足
”

の
確
保
の
た
め
に
、
市
が
運
営
し

て
い
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
事
業
費
は
、
年
間

約
１
億
１
千
万
円
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
４
分
の
１
は
県
か
ら

の
補
助
金
で
、
残
り
は
下
呂
市
の

財
源
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
で
は
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
時
間
帯
や
本
数
な
ど
を
検

討
し
、
既
存
の
交
通
手
段
の
活
用

も
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
通
体
系

の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
し
な
い
こ
と
で
、
今
ま
で

の
公
共
交
通
機
関
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
、
と
い
っ
た
負
の
連
鎖
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

   

【
経
営
管
理
部　

地
域
振
興
課
】
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平
成
24
年
度
に
下
呂
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
・
収
集
運
搬
さ

れ
た
「
使
用
済
み
蛍
光
灯
（
以
下
、

廃
蛍
光
灯
）」
は
８
・
４
ト
ン
で
す
。

　

集
め
ら
れ
た
廃
蛍
光
灯
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
で
専
用
の
蛍
光
灯
破

砕
機
に
よ
っ
て
破
砕
し
、
ド
ラ
ム
缶

に
収
納
し
ま
す
。
満
タ
ン
に
な
っ
た

ド
ラ
ム
缶
は
、
北
海
道
に
あ
る
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
運
搬
さ
れ
、
全
国
か

ら
搬
送
さ
れ
た
廃
蛍
光
灯
と
と
も
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

廃
蛍
光
灯
か
ら
は
、
ア
ル
ミ
、

ガ
ラ
ス
、
水
銀
の
そ
れ
ぞ
れ
に
選

別
さ
れ
、
新
し
い
蛍
光
灯
の
材
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
廃
蛍
光

灯
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
さ
ま
ざ

ま
な
原
料
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
も
資
源
ご
み
が

有
効
に
再
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
廃

蛍
光
灯
の
適
切
な
処
理
・
処
分
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

大
型
家
電
は
販
売
店
へ

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
家

電
製
品
に
は
、
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
有
用
な
資
源
が
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
再
利
用
を
促

進
し
、
廃
棄
物
を
減
ら
す
た
め
に
平

成
13
年
か
ら「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
品
目

・
テ
レ
ビ  　
　

・
エ
ア
コ
ン

・
冷
蔵
庫　
　
　

・
洗
濯
機

・
冷
凍
庫　
　
　

・
衣
類
乾
燥
機

　
　
　
　
　
　
　

●
処
分
方
法

　

購
入
し
た
販
売
店
、
も
し
く
は
買

い
替
え
を
す
る
販
売
店
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
先
の
な
い
場

合
は
、下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☎
26
・
３
３
９
７

　
　
　
　
　
【
環
境
部
環
境
施
設
課
】

リサイクル施設
（北海道）

蛍光灯製造工場、特殊
計測機器製造工場など

水銀試薬は
各 種 実 験、
研究に使用
されます

ガラス、口金部分
などを選別します

下呂市
クリーンセンター 収集・破砕

ドラム缶梱包

搬入・選別

アルミ・口金
洗浄・選別

微細な異物や
水銀を取り除
きます

水銀の
　リサイクル

回収された粗水銀が
精製され、高純度の
金属水銀（無機水銀）
になります

重量比で蛍光灯の９割以
上を占めるガラス部分は、
ガラス原料などとして生
まれ変わります

ガラスの
　　リサイクル

大学や
研究機関

グラス
ウール

セメント
原料

アルミ
原料

リサイクルされた水
銀やガラスカレット
は再び蛍光灯の材料
として使用されます

住宅用の断
熱材に使用
されます

資
源
ご
み
の
再
生
は
・・・

第１回（シリーズ全3回）

　

昨
年
度
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た「
ご

み
処
理
事
業
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、

大
切
な
ご
み
処
理
事
業
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
集

め
ら
れ
る
蛍
光
灯
、
新
聞
・
雑
誌
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み

が
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
を
考
え
る

蛍光灯のリサイクル工程

輸　送


